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“くじゅう”でトイレを
エコで快適に1年中使いたい

署名活動にご協力を！

■大人気のくじゅう、
来訪者の6割は福岡から！

　くじゅう連山は全国・海外よりたくさんの方々が訪れています。ま
た訪れる方々の約 6割が福岡県からとなっています。休祝日とな
れば季節を問わずにぎわい、さらに GWやミヤマキリシマの咲く春、
紅葉の時期は行列が出来るほど人々に愛されております。しかし盛況
であるがゆえに見過ごせない問題が起こっています。

■まずは久住分れのトイレ問題から

■署名に協力願います！
　山のトイレ・環境を考える福岡協議会では、福岡県下からのくじゅ
う登山者が多い状況を考慮し、福岡から九州全県へと活動を広げてい
きます。　「まずは九住分れのトイレ問題を改善したい！」という意
志の署名をいただき、大分県知事あてに請願書を提出したいと思いま
す。
　具体的な解決策は、携帯トイレとトイレブースの設置、使用済み携
帯トイレの改修システムの構築や、トイレの増設やグレードアップな
どが考えられます。
　まずは「なんとかしたい！という人々がこんなにいる！」という思
いを集めて大分県知事に提出します。

1・冬季は閉鎖
　久住分れのトイレは水道凍結・バイオトイレの不活性で使用

できず 12 月～3 月は閉鎖されます。登山者はその場しのぎで周

辺で用を足すため、小屋の裏側には小便をした黄

色いシミの痕跡、大便によるティッシュや排泄物

が散乱、目を背けたくなる状況になっています。

冬も使える改善法はないものでしょうか。

２・ハイシーズンの

キャパオーバー
　ハイシーズンは登山道にはトイレが混雑

します。設備のグレードアップ、トイレ増

設や携帯トイレ・ブースが出来たらと、切

に思います。

３・環境への負荷
　前述のように１年中快適にトイレが使えないうえ、登山者が増加、

環境に負荷がかかり影響が広がっています。影響を小さくするため

のアクションが必要です。

◆ネットでも署名を
つのっています◆

署名はインターネットでも
受け付ています。下記の当
会のブログから署名ページ

http://yamatoiletjpn.blog.jp/

にアクセス出来ます。ぜひア



私達は

です

● 英彦山

福智山 ●

● 宝満山

■福岡県を中心に

　１０年前から活動しています
　わたしたちは、福岡県を中心に山のトイ

レと環境を考え、アクションをおこしてき

ました。英彦山のトイレ、福智山のトイレ、

宝満山のトイレなど、山のトイレの設置・

増設・改修・保守のために呼びかけや改善

策の提案など、山のトイレ・環境問題に取

り組む活動を続けています。
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